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ドには古くから、いわゆるインド¢ライオン（felisleo gooj柑tenSis）が生息していた  








発掘され、その中にインド産の獅子を描写した作品が含まれているのである 岬ackin  























能性が大きい。   
このようなわけで、ガンダーラ美術の獅子像のモデルとなったのもペルシア産のペルシ  
ア◎ライオンであった可能性も存在する。  

















































木版画の獅子像の肩にタテガミ毛渦が描写きれ、それがい馳eIllust柑t∈d London N鯛S門，  






































































































望。古代耳曹誕の詞草履め「タテガ三渦」   
では、ガンダーラの獅子像にに見られる「一個のタテガミ渦」の源流巷考えてみよう。  
その第一の候補として酉のイラン美術の萄子像を挙げることができるので、イスラム時代  
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（Lopemziniet al。，1980，PIs。17a，C）。また、アッシュールバニパル王（前66ト631）の御  
子狩り浮彫（図11，ニネヴェ出土、太英博物館蔵）に表された獅子像ではタテガミ毛渦が  
タテガミの中に措写きれているという相違が認められる（馳Fret／Lo陀nZini1975，Pl。130；  




















－56一   
その位置は上述したD胤A。ベイトの論文に掲載きれた生きた獅子のタテガミ毛渦のそれに  
近いので極めて正確に措写されているといえよう。これば或いは、この作品の作者が実際  

































ー57一   
の部分に開いられているが、その肩の部分にはタテガミ毛渦が毛のような線多数によって  
細かく描写され それを中心として毛が四方∧方へと伸び、拡がり、動物の身体全面を覆  















の文様が付けられるにいたったと考えられるのである。   
同じように、獅子のタテガミ毛渦が熊の背中（首に近い部分）に応用された例として、  
ササン朝初期（3～4世紀）に制作された王侯狩猟文銀製皿が2点知られている（アブハ  












∴ 古ド：・ト ト亡湖÷掠  
では、次にガンダーラと仏教を通じて緊密な関係にあったインドの古代美術の獅子像を  




中やその近く（肩）には、タテガミ毛渦は全く措写されてはいない。   
次のシュンガ王朝時代（前2～1世紀）の美祷はバールプット、ポドガヤー、サンチー  
などの仏教莫衛に代表されるが、欄裾（石の垣根）などの浮彫に描写された節子像には『  





























－59一   
ゆえ、当時製作された彫刻ないし絵画に描写された虎の像に、「耳の後方にピックリ位置  
















卍型の文様は、J．バウツェのように「虎の頚の毛渦」（tigeァ9s mark）と呼んだぼうが適  
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